
群馬県館林市における観光振興への取り組み

研究員古屋秀樹(国際地域学部国際観光学科教授)

1. はじめに

地方を取り巻く環境は、急激な人口減少や超高齢化社会の進展など厳しいものがあるが、それ

らを乗り越え持続可能な地域社会形成のために移住者の確保や子育て環境の充実をはじめとする

様々な取り組みが行われている。これらは継続的に取り組まれることが必要不可欠であるととも

に、実効性を担保するためには将来ビジョンの提示に加えて組織の有り様についても検討する必

要がある。これまでの地域振興策は、多角的・包括的ないわゆる“総花的"計画策定や公共事業、

公共施設の建設をはじめとするフロー効果に主眼が置かれていたが、今後は事業推進体制の整備、

ストック効果の重視が重要といえる。

以上を背景としながら本稿では、まず観光振興の取り組みの現状を{府轍し、それをうけて群馬

県館林市における観光振興の取り組みについて論述するものである。特に後者では、平成 27年度

に館林市(経済部花のまち観光課)より委託され、古屋秀樹研究員が中心に取り組んだ「館林市にお

ける観光振興に関する調査研究業務委託」を主として、本年度における活動ならびに来年度以降

の方針について報告を行う。

2.観光振興実現にむけた取り組みについて

地方部では就業環境や人口集積が必ずしも十分でなく、大都市への人口流出、一層の超高齢化

の進展などがみられる。地方創生が着眼されている現在、当該地域に賦存する自然資源、人文資

源などを用いた「観光振興j は、地域経済活性化のエンジンとして期待が大きい。

この観光振興に取り組みためには、その特徴をおさえておく必要がある。例えば、観光行動は、

一般的な財の消費と異なり、消費者自身が当該地に赴き、その地域固有の魅力を経験しなければ

現象自体が成立しないという即地性を有する。そのため、自宅から観光地までの時空間的抵抗を

乗り越えるだけの「期待効用」を旅行者自身で認識することが重要となる。一方、観光資源を整

備、供給する主体側からみた特徴を考えると、「観光資源の非競合性・非排除性」ならびに「ステ

ークホルダーの多様性」の 2点があげられる。

まず、前者については下記のように示すことができる。

非競合性:同じ財やサービスを複数の消費者が同時に、追加費用なしに消費できること。

非排除性:対価を支払わず財を消費しようとする行為を排除することができないこと。

これら 2つの性質を併せ持つものは「公共財Jと呼ばれ、風光明婦な景観を有する観光資源は

これに該当するケースが多いといえる これらの資源は、来訪者が対価を支払わずに「利用」で

きるため、良好な環境や景観を積極的に整備するインセンティブがはたらかず、市場に任せた場

合には供給が過少となる。さらに、適切な保護・保全施策が講じられない場合、共有される資源
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が過剰に消費される「共有地の悲劇」が危倶される。そのため、利用による環境へのダメージを

勘案しながら、利用にともなう対価を徴収する仕組みなど、地域全体を包括的にマネジメントす

る組織の存在、適切な保護・保全に向けた仕組みづくりが必要不可欠と考えられる。

従って、地域における観光振興のためには、地域の進むべき方向性・方針のもとで資源の整備・

開発・保全を行い、来訪者がもたらす収益を地域で内生化する互酬性の確立が重要であるが、そ

れに対して先に示した 2つ目の特徴である「関係主体の多様性Jが問題として横たわる。観光地

域は特定の企業のみによって経営されるものではなく、旅行業、ホスピタリティ企業に加え、交

通企業や各種商工業、行政や地域住民など多様な関係主体が存在し、その経営・行動規範も大き

く異なため、地域経営における方針を合意することが困難となる さらに、観光マーケットは不

確実性が高いため、個々の主体に委ねると関係主体は自らの局所最適による経営原理が働くため、

主体聞の互酬性、システム最適を包含した仕組みの構築が極めて困難となる。

これらの問題を解決し、効率的・効果的な観光振興を実現するためには、関係主体のネットワ

ーク形成(包摂)、信頼性や互酬性の担保が必要とされ、それらによって社会的ジレンマ(個人利

益の最大化行動と公共利益の最大化行動のいずれかを選択しなければならない社会状況)や「共

有地の悲劇j を回避することが可能となる。地域を構成する多様な主体の互酬性のもとで地域振

興に取り組まれている近年の事例として、 DMO(Destination Management Organization)があ

る。 DMOとは、多様なステークホルダーが地域振興に対する共通の目標、方針のもと、互酬性

を担保しながら地域振興に向けて活動する組織で、マーケティング活動、マネジメント活動にも

精力的に取り組まれているものである。スヒ。/レオーバーする外部効果を DMOの構成メンバーで

カバー、再配分することによって、過少となる観光振興への取り組みを補うとともに、魅力的な

地域整備の実現に寄与しているといえる。

観光振興のための既存組織である観光協会をみると、一部のステークホルダーから構成されて

おり、長期的視点、地域の効果最大化という視点を十分持ちえていないこと、行政の策定する観

光関連の計画に積極的な関与をしていないという問題点が散見される。したがって、新たな枠組

みといえる DMOには、大きな役割と成果が期待されている。

「多様な関係主体の活動の総体として地域の観光魅力が創出されるj と仮定すると、 DMOに

参画する関係主体が積極的に関わり、将来の青写真を示す地域の計画を決定することが望ましい。

そして、この組織の中で、住民、観光業者は重要な役割が期待されている。都市計画分野では、

これら主体は良好な社会形成に大きく寄与することから「ソーシャル・キャピタル」と呼ばれ、

着目されている。「地域における観光振興は、地域の創意工夫によって実現できる」との考えに照

らし合わせると、その地域資源、の再確認、磨き直しを行い、それを用いたテーマ・方向性の中で、

多様な主体の参画・活動と、主体聞の協力、協働が必須となる。

さらに、 DMO活動においては、パフォーマンスの実態を適切にモニタリングし、当該地のポ

ジショニングや費用対効果を逐次検証することが重要と考えられる。例えば、評価指標として来

訪者数や経済効果の把握があるが、観光現象は多様な主体、分野に影響を与えるため、なるべく
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多くの事項を把握することが望ましく、それらは重要業績評価指標 (keyperformance indicator、

KPI)ともいわれる。

表 1 観光振興による効果

分野 プラス効果 マイナス効果

経済効果 -観光収入の増加 -特別イベント開催時の物価上昇

-雇用の創出 -不動産市場の投機

物理的効果 -新規施設の建設 -環境面でのダメージ

-地域インフラの改善 -混雑

社会的効果 -ボランティアを通じたコミ • Greed Factor (貧欲的の浸透

ュニティの強化 -過度な都市化等、望ましくない

トレンドの加速

心理的効果 -地域のプライドとコミュニ -ホスト地域に関する守りの姿勢

ティ・スピリットの醸成 -相互理解不足にもとづく訪問客

-地域外の感じ方に対する意 への敵対心

識の強化

文化的効果 -他の文化と生活様式に触れ -個々の活動の商業化

ることを通じた新しいア

イディアの創出

-地域の伝統と価値観の強化

Queen's University Belfast: Destination of key indicators for the Analysis of the Impact of Culture Tourism Strategies on 

Urban Quality ofLife (2005) より引用

継続的に地域づくりをすすめるためには、各期の活動がもたらす効果を極力定量的に把握して

達成度合いを検証しながら、次期以降の意思決定への反映を念頭とした PDCAサイクルを併せ持

つことが望ましい。経済面における指標としては、地域での観光客消費総額、産業連関分析によ

る経済波及効果推定、投資対効果 (Returnon Investment、ROI)などがあげられる。

以上をまとめると、主に社会資本整備によって一定の水準を充足させる観光地を「作る・整え

る段階Jから次なるステージである「育てる段階」への変化に直面しているといえる。それにと

もなって、その地域において観光に対するスタンスをどう取るのか、ターゲットをどう設定する

のか、さらには地域の整備、開発、保全をどう進めるのかについて考える「マネジメント」が重

要になり、 DMOのような組織の重要牲と、その活動における行政以外のステークホルダーの役

割が大きくなることが考えられる。

3. 館林市の観光振興に向けて

3.1 館林市の現状

群馬県館林市は、群馬県の東南部に位置しており、浅草から約 70kmの距離に位置し、東北自

動車道や東武鉄道伊勢崎線により都内より約 1時間でアクセスできる。平成 26年における観光入

込客数は 164万人(平成 25年、 167万人)であり、日帰り客の占める害IJ合は 98%(うち県外:64%、
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県内:34%)と高く、首都圏からの日帰りを中心とした観光スポットとして位置づけできる。現在、

市内での観光消費額は 34億円であり、個人の平均消費金額は日帰り客:2，001円/人、宿泊客:

10，006円/人となっている。図 1は、群馬県内主要市の 1人あたり消費額であるが、館林市は必

ずしも高くないことから、さらなる消費額増加に向けた取り組みの余地があると考えられる。
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図 1 群馬県内主要市の 1人あたり観光消費額(群馬県観光客数・消費額調査結果)

さて、館林市には、知名度の高いつつじが岡公園のツツジをはじめとする自然資源に加え、史

跡、神社・仏閣、歴史的建造物や博物館・美術館などの人文資源、さらに特産物や数多くの行・

祭事がある。さらに、工業団地や一部企業の産業博物館が立地するために、産業観光としての側

面も有すると考えられ、さらなる観光振興の実現が期待されている。

これらを背景として、平成 27年度に館林市(経済部花のまち観光課)より、「館林市における観

光振興に関する調査研究業務委託(研究費:455千円)Jがなされた。この調査研究業務は、観光

振興にむけて有識者会議をオーガナイズするとともに、よそ者、若者の視点として、大学生、大

学院生による現状把握や振興策提案を包含しながら検討を進めるものである。

3.2 館林市におけるこれまでの観光振興の取り組み

館林市では、これまで市を中心として様々な振興計画の策定を行ってきた。一例をあげると下

記のとおりである。

(1)茂林寺周辺観光グレードアップ研究会(検討メンバー:茂林寺周辺の関係主体、事務局:館林

市観光課、平成 19年 12月)

対象とするターゲットとして、①寺の歴史や湿原に興味のある人たち、②草花が咲く春に訪れ

る観光客、③小さな子供のいる家族連れ、以上を設定するとともに、湿原の保護や自然公園化、

茂林寺の整備、案内ボランティアの育成などを提言。

(2)茂林寺南岸用地利活用検討会(検討メンバー:館林市役所職員、平成 20年 12月)
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利活用の考え方、指針、整備構想、を検討して、茂林寺周辺状況の全体把握、客層の把握ととも

に、①観光拠点、②自然保全、③賑わい・再生に留意することを提言。

(3)茂林寺周辺観光活性化委託事業(平成 21~23 年度)

(4)茂林寺周辺誘客 100 万人推進フOロジェクト(検討メンバー:市長、部長等 12 名、平成 22~23

年度)

(5)茂林寺周辺観光地化推進事業内部・外部検討会(平成 25年度)

(6)東武鉄道と東洋大学の協働による沿線の観光振興目的のグルメマップ作成(検討メンバー:東洋

大学学生、平成 25 年度~)

さらに、観光振興に関わる組織として市・花のまち観光課に加え、館林市観光協会、商工会議

所、まち研(市民のまちづくり任意組織)や、各施設周辺の住民もステークホルダーとして位置

づけられる。表 2は、現在市で取り組んでいる観光事業であるが、年間を通じた多岐にわたるイ

ベント、取り組みが実際されていることがわかる。

表 2 館林市観光振興に関連する主要事業
館林市花のまち観光課年間スケジュルおよび市内の主な事業覧
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3.3 本年度の調査研究の実施状況

このように様々な取り組みが精力的に取り組まれているが、さらなる効果を発現するためには、

各施策の費用対効果を考えながら、施策を精査するとともに、これまでと異なった視点での取り
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組みが必要不可欠と考えられる。これらを背景として、受託した調査研究業務では、

①これまでの市が中心となって実施してきた観光事業の検証を行うこと、

②観光資源の掘り起し、誘客促進のための調査研究を実施すること、

以上を大きな目標としている。前者の事業検証では、 3年間にわたり、有識者会議の設置し、

データ分析を進める傍ら、有識者から助言をいただく形式となっている。本年度はすでに 3回実

施しており、 3年間にわたる検討スケジュール・内容について討議を行うとともに、各有識者か

ら観光振興の取り組み方法について私案の紹介がなされている。さらに、有識者会議では、下記

のような検討方針を設定している。

1)理想、理念とともに、事業の実現性・効果を重視して検討すること、

2)PDCAサイクルを包含した体制づくりを念頭にすること、

3)データに基づく検討・経済効果の把握を行うこと、

4) i平等」指向から、「効果発現」指向とすること、

5)住民満足度や収益の増大を目指しながら、地域創生のためのエンジンとしての「観光政策」構

築を目標とすること、

一方、後者の観光資源の掘り起こしや誘客促進のための調査として、本年度は留学生ならびに

学部 2年生による観光資源調査が行われた。その具体的内容を下記に示す。

3.3.1 留学生による観光資源調査

留学生の視点から、館林市の観光資源について評価を行うことを目的として、 2015年 7月 28

日(火)ならびに 10月 3日(土)に調査を行った。調査場所は、(1)城沼、 (2)歴史の小径、 (3)製

粉ミュージアム、 (4)館林のうどん、 (5)ザ・トレジャーガーデン、 (6)麺-1グランプリ、 (7)つつじ

学習館、 (8)茂林寺、 (9)ナチュラルウッディきりかぶ(木工芸品の製造・販売)、以上の 9箇所で

ある。各調査場所において外国人の目線から評価できる点ならびに改善が必要な問題点を整理す

るとともに、外国人を対象とした簡易な紹介文章を作成することとした。なお、参加者はタイ人、

カンボジア人、中国人 3名、計 5名で、あった。

調査対象の 1つである「城沼」の調査結果を示すと、調査時期には水面より花ノ¥スが咲いてい

る時期のため実際に遊覧船に乗って花ハスを観賞した(約 40分)。日本人にとっては、締麗な花

ハスを鑑賞する、という行為であるが、留学生の視点から捉えると、下記のような日本人との差

異、特徴が明らかとなった。

(カンボジア人男性)

・カンボジアにもハス畑があり、ハスの実をそのまま食べるのが一般的である。そのため、特に

ハスと関連するお土産、例えば、ハス茶クッキーや、ハスの葉つばを利用して、ハスのチマキ、

ハスの実から作ったハスの甘納豆など、ハスを活用した土産の種類を増やすととても好ましい

と考えられる。

・カンボジアのハスの種類と違って、花、葉っぱ、そしてきっと蓮根の大きさも大きし、からちょ
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っと珍しい。

(中国人女性)

-このような広い範囲の花ハスをみることは初めてで、たいへんうれしかった0

・中国の詩を思い出し、花ハスの純潔さを感じることができた。

「出掛泥而不染、濯清j連而不妖(古詩)J。

意味:花ハスは汚泥の中にも染められない、清水で通したら、もっときれいになっても、妖

しい感じは全然ない。(ハスの純枠さときれいさから、高貴な人を褒める時に利用)。

このような情報を活用しながら、多数の写真を用いて 6か国語に対応した HPの作成を行った

ところである。

なお、現状の外国人マーケットは必ずしも大きいものではないが、今後もインバウンド訪日外

客の増加が予想されるため、それへの対応を意図した調査研究として位置づけられる。

会マヲ会:会 5hl 
臨議諮議議諮議諮翻

図2 作成した館林観光ガイド HP

3.3.2 学部生による観光資源調査

HPを活用した館林市の情報発信では個々の観光資源の紹介以外に、観光振興に取り組む個人

のインタビュー動画の配信、スマートフォンにおける視認牲の向上、モデルコースの提示が十分

行われていない。これらの問題点を改善した HPの作成を目的として、学部生による資源調査を

11月 26日(木)に実施した。インタビ、ュー動画の作成を意図しながら、下記 4箇所を訪問した。

1)茂林寺:説話で有名な「分福茶釜」ゆかりの寺を訪問し、和尚から話を伺った。

2)つつじが岡公園:世界ーのつつじの公園を訪問し、季節に影響されずつつじを鑑賞できる 4D

シアターを体験した (3次元映像とあわせて風や振動などを体験できるもの)。

3)歴史の小径:i歴史の小径」は、市民からの提案が基になって整備された、歴史的構造物を繋
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ぐ散策路であり、武鷹館と旧二業見番組合事務所を中心に散策ガイドから説明を受けた。

4)製粉ミュージアム:日清製粉の足跡を辿る「製粉ミュージアム」を訪問し新館・本館ともに

視察した。

以上の視察につづいて、商庖街における「下町夜市」実施の中心メンバーで、ある三田英彦氏(三

田三昭堂代表取締役)から、下町夜市を始めたきっかけ・実現までの過程や館林市全体の観光振

興について講演を頂いた。パブ、ル崩壊に従って、人口や産業の空洞化が館林市でも起きるととも

に、区画整理によって下町商庖街地域居住者並びに商匝が急激に減少したなかで、商庖街活性化

に積極的な経営者 4名が中心となって夜市を開始したこと、継続していると「伝統的地域イベン

トj として位置づけられ、行政から様々な配慮を受けることができ、地域文化の形成に対して小

さくない貢献をしているとのことであった。これらの講演内容は大変興味深いものであり、イン

タビ、ュー動画作成のためには、人物の背景を含めてインタビ、ューを実施することが必要不可欠で

あることが認識できた 今後はインタビ、ュ一対象の人選とともに、具体のインタビュー方法、動

画編集方法、インタピュイーのバックグラウンドの調査方法・取りまとめ方法についての知見の

蓄積を行うことが必要と考えている。

なお、これらの調査研究は住民をはじめとする活動主体の魅力を発信するとともに、主体聞の

関係構築を行いながらネットワークの構築、互酬牲の確立を意図している。

4. まとめ

本稿では、まず観光振興の取り組みの現状を怖敵した。その中で、観光地域では「作り整える

段階」から「育てる段階」へ変化していること、地域の整備、開発、保全をどう進めるのかにつ

いて考える「マネジメントj が重要になることに言及し、 DMOのような組織の重要性と、その

活動において行政以外のステークホルダーの役割が大きくなることを指摘した。これより、群馬

県館林市においても観光資源の情報発信にとどまらず、地域のマネジメントが効果的に進むよう

に環境整備を図る必要があり、そのために人材育成と事業の実現性・効果への着眼、「効果発現」

指向が重要といえる。

このような問題意識にたって、後段では館林市の観光振興の現状と「調査研究業務委託」の取

り組みを報告した。業務委託の初年で、あったため、現地における資源調査が主となっているが、

今後はこれらの資料を活用しながら情報発信を行うとともに、住民をはじめとする「ソーシャル・

キャピタル」を巻き込んだ推進体制の整備をすすめたいと考えている。そして、最終的には関係

者自らが地域で活躍でき、自らの地域に誇りを持てるような「シピックプライド」を醸成するた

めの取り組みを行う予定である。
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